
決
定
決
定
！

選
出
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
選
出
に
は
、

全
校
生
徒
1
2
7
人
が
参
加
し
、
生
徒
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
感
想
を
話
し
合

い
な
が
ら
、
自
分
が
気
に
入
っ
た
作
品
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
投
票
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
校
の
生
徒
会
長
で
あ
る
石
塚
蓮
斗
さ

ん
は
、選
出
さ
れ
た
作
品
を
見
な
が
ら「
川

に
花
火
の
赤
色
が
反
射
し
て
と
て
も
素
敵

だ
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
選
ん
だ

大
石
田
花
火
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
が
町
外
の

人
に
も
褒
め
て
も
ら
え
る
と
と
て
も
嬉
し

い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
選
出
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
は
、
今
後
、
採

択
業
者
と
詳
細
部
分
に
つ
い
て
打
合
せ
を

行
い
、
５
月
頃
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
度
、
令
和
７
年
度
大
石
田
ま
つ
り

の
ポ
ス
タ
ー
が
決
定
し
ま
し
た
。
応
募
が

あ
っ
た
１2
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の
は
、

シ
ー
・
キ
ャ
ド
株
式
会
社
の
作
品
で
、

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
水
面
染
め
、
大
地

踊
ら
す�

夏
の
華
」で
す
。

　
同
社
に
よ
る
と
、「
夜
空
に
咲
い
た
花

火
＝『
夏
の
華
』が
最
上
川
の
水
面
を
美
し

く
彩
る
情
景
を『
水
面
染
め
』、
花
火
が
打

ち
上
が
る
音
と
振
動
で
大
地
が
震
え
る
よ

う
な
迫
力
を
お
祭
り
の
賑
わ
い
に
な
ぞ
ら

え
て『
大
地
踊
ら
す
』と
表
現
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
で
は
、
花
火
の
写
真
が
主

役
に
な
る
よ
う
に
花
火
の
写
真
を
大
き
く

使
い
つ
つ
、
川
が
花
火
の
色
に
染
ま
る
様

子
に
目
が
い
く
よ
う
な
構
図
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
文
字
や
帯
の
色
に
も
花
火
の
色
に

合
わ
せ
た
色
を
使
用
す
る
こ
と
で
統
一
感

を
出
し
て
い
ま
す
」と
の
こ
と
。

　
ま
た
、
今
回
は
２
回
目
と
な
る
、
大
石

田
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
ポ
ス
タ
ー

令
和
令
和
７７
年
度
年
度

大
石
田
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
の

大
石
田
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
の

採
択
作
品
を

採
択
作
品
を

！
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※
デ
ザ
イ
ン
は
現
段
階
の
も
の
で
す
。
詳
細
部
分
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
採
択
業
者
と
打
合
せ
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

事業者制作意図
　ポスターのデザインコンセプトとキャッチコピーは「水面染め、大地踊らす�夏の華」です。夜空に咲いた
花火＝『夏の華』が最上川の水面を美しく彩る情景を『水面染め』、花火が打ち上がる音と振動で大地が震える
ような迫力をお祭りの賑わいになぞらえて『大地踊らす』と表現しています。
　ビジュアル面では、花火の写真が主役になるように花火の写真を大きく使いつつ、川が花火の色に染まる
様子に目がいくような構図にしました。また、文字や帯の色にも花火の色に合わせた色を使用することで統
一感を出しています。
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